彩 ある 限定版と して 刊行した もの だそう である。 

なんとい つ て もこの 本で いちばん おもしろ いもの は 

やはり この 原稿の 複製 写真で ある。 オリジナル は 児童 

わらがみ まる ぜん 

用の 粗末な 藁紙 ノ— ト ブックに 当時 丸 善で 売って いた 

舶来の 青黒 インキで 書いた もの だそう であるが、 それ 

が 変色して セピアが かった 墨色に なって いる。 その 原 

稿と 色 や 感じの よく 似た 雁 皮 鳥の 子 紙に 印刷した もの 

てんぷ 

を 一枚 一 枚 左側 ぺ— ジに 貼付して その 下に 邦文 解説が 

あり、 反対の 右側べ— ジには 英文 テキストが 印刷して 

ある。 

書物の 大きさ は 三 二 X 四 三 • 五 センチ メ— トルで、 



そのい かなる 点が この 人に アツ ピ— ルし たか、 また そ 

れ がどうい う 点で 過去 数千 年の 日本 民族の 精神 生活と 

密接に つながって いるか。 こんな 事 を 考えて みる だけ 

でも そこに いろいろな まじめな 興味 ある 問題 を 示唆 さ 

じゅ ほう 

れ るので あるが、 その 示唆の 呪 法の 霊験が この 肉筆の 

草稿から われわれの 受ける なまなましい 実感に よ つ て 

い つ そう 著しく 強められる であろうと 思われる ので あ 

る。 

(昭和 九 年 十月、 帝国 大学 新聞) 
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